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砥部町水防協議会議事録（要旨） 
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１ 開会 

開会宣言（午前９時） 

定数２０名、出席委員１９名、半数以上の出席があり、会議が成立

を報告 

 

２ 会長あいさつ 

あいさつ 

 

３ 委員紹介 

各委員紹介（田中消防団副団長が欠席報告） 

 

４ 議長選出 

砥部町水防協議会条例第４条第１項の規定に基づき、古谷会長を選

出 

 

５ 審議 

議題の「水防協議会について」、「令和８年度砥部町水防計画（案）」

を事務局より説明を求めます。 

 

≪水防計画（案）についての説明≫ 

水防協議会の概要について 

令和８年度砥部町水防計画（案）の昨年度からの変更点について説

明 

（１）第 2節 用語の定義の変更（計画書ｐ1～ｐ2） 

（２）第 3節 水防の責任－県の責任の変更（計画書ｐ4） 

（３）第 3節 水防の責任－国土交通省の責任、下水道管理者の責任 

の変更（計画書ｐ5） 

（４）第 3節 水防の責任－水防協力団体の義務の追加（計画書ｐ6） 

（５）第 4章第 1節 気象通報の項目追加（計画書ｐ13） 

（６）表 1～5 各種警報の種類と概要、発表基準一覧の改正（計画書 

ｐ13～ｐ15） 

（７）大雨警報等を補足する情報－大雨キキクルの改正（計画書ｐ16） 

（８）気象情報の改正（計画書ｐ16～ｐ18） 

（９）第 2節 洪水予報－受報関係担当者の変更（計画書ｐ20） 
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（10）第 2節 洪水予報－洪水予報の種類等と発表基準の変更（計画 

書ｐ21～ｐ22） 

（11）水防資機材一覧の更新（計画書ｐ34） 

（12）第 8章 水防活動－団員数の変更（計画書ｐ36） 

（13）町水防協議会委員名簿の更新（計画書ｐ44） 

 

質疑応答に移ります。只今の事務局からの説明について、何かご質

問はありませんか。 

 

（質問なし） 

 

それでは、お諮りします。「令和８年度砥部町水防計画（案）につい

て」ご異議ございませんか。 

 

異議なし 

 

異議なしと認めます。「令和８年度砥部町水防計画（案）について」

は承認いただきました。議事は以上となります。 

レベルという表現が増えたこと。レベル 5 は、既に災害が発生して

いるということ。洪水が氾濫に変わっている。私たちができることは

レベル 4 の段階でしっかりと対応することである。難しい文言が並ん

でおり、気象庁がホームページで分かりやすく掲載しているので、活

用してほしい。以上を持ちまして、審議を終了し、議長の職を降りさ

せていただきます。 

 

「その他」として、質問、意見等はありませんか。 

 

段階的にレベルは上がってくると思われるが、線状降水帯等で、い

きなりレベル 4になるということが想定されるのか  

 

適宜、気象台と密に連絡を取り合っているところである。気象状況

により、いきなりレベル 4 になりうるかもしれないが、私たちにでき

ることは、そうならないように気象台と情報共有を図りながら、最大

限に警戒を高めることである。いきなりレベル 4 が起きうることは認

識している。 

 

他、質問、意見等なし 

 



 

事務局 

 

 

６ 閉会 

閉会宣言（午前９時３０分） 

 

 

 


